
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年９月３０日 第７号 

発行者 校長 佐藤 崇史 

教育目標 未来の可能性を創造していく生徒  

自主 自律 
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 失敗をおそれずに挑戦する ～失敗が学びへの第一歩～ 

 
新型コロナウイルス感染症の拡大により、福島県にもまん延防止等重点措置が出されていましたが、少し

ずつ感染状況にも落ち着きが見られるようになり、学校でも感染対策を徹底した上で、通常に近い活動が多
く実施できるようになってきています。様々な行事等も多い秋。多くのことに挑戦してほしいという願いと
ともに、今回は「失敗」について考えてみたいと思います。 
 学校はたくさん失敗していいところだと思います。大人になって社会に出て、責任ある立場になる前に、
たくさんの練習ができる場所です。だから何も怖がる必要はないと思っています。でも、人間ですから、失
敗したくない気持ちは誰にでもあります。格好悪いところは見られたくないですし、人に迷惑をかけたくは
ないですから。でも、失敗を経験することで、自分を知ることができますし、次はどうすればうまくいくか
考えることができます。特に、自分にとって必要なことなら、どんな困難なことにも向かっていかなければ
なりません。 
 インドの第 11 代大統領、アブドゥル・カラームが残したとされる次の言葉も「たくさんの失敗が成長の
糧」という考えを表現したものです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 このように、失敗から学ぶことの大切さを述べる言葉は多いですが、頭では理解できても、なかなか「失
敗する」ことの許されない雰囲気が実際の私たちの生活にはあるかもしれません。「失敗しても大丈夫。失敗
するからこそ成長できる。だから失敗を覚悟で思い切り頑張ろう」という気持ちは、「失敗して良かった」と
いう経験がなければ、生まれないものです。小さいころ自転車に乗る前には、何度も失敗して転んだ経験が
あった人も多いと思います。でも、そういう痛い経験をしたから、短時間で自転車を運転できるようになっ
たともいえます。そういう失敗からの成功体験等をもとにしながら、失敗を恐れず、思い切って挑戦する気
持ちをもってほしいです。 
中学校でも失敗は学びへの第一歩です。失敗を避けると成長は止まります。その上、困難に打ち勝った経

験のない人が、社会人になって初めて大きな失敗をするとダメージも大きいのです。人と人との関係でも、
本当の信頼関係は、対立や葛藤を乗り越えることを幾度も繰り返す中で、揺るぎない関係になるとも言えま
す。失敗や挫折のない人はいません。何より、失敗から人は多くを学べるのです。挑戦することからたくさ
んのことを学べるように、失敗を乗り越える力（Ｇｒｉｔ）、衝突があってもそれを乗り越えて周囲と付き合
っていけるコミュニケーション能力を生徒たちに付けていきたいと思います。 

生徒会役員立ち会い演説会・投票 ～選ぶ責任・選ばれる責任～ 

９月１６日には生徒会役員立会演説会と投票が行われました。こ
れからの西会津中学校のリーダーを選ぶ大切な一日でした。立候補
者は、それぞれ自分がなぜ役員になろうと思ったのか、そして何を
しようとしているのかを堂々と話していました。その姿は、間違い
なく西中のリーダーとしての姿です。まさに選ばれるにふさわしい
演説でした。応援者も、その人の良さを伝えようと工夫していまし
た。プレゼンテーションの力を高めてきた成果がここにも表れてい
ます。 
選挙をするということについては、選ぶ責任があります。そして、

その責任ある投票が、選ばれた人たちの責任感を高めます。立候補
した人も投票する人も責任ある行動ができたと確信しています。 

もし失敗してもあきらめてはいけません。なぜなら、失敗（ＦＡＩＬ）は、「学びにおける第一歩」（F
．
ｉ

ｒｓｔ A
．
ｔｔｅｍｐｔ I

．
ｎ L
．
ｅａｒｎｉｎｇ）を意味するからです。終わりは終わりではありません。実

際、終わり（ＥＮＤ）は「努力は決して無駄にならない」（Ｅ
．
ｆｆｏｒｔ Ｎ

．
ｅｖｅｒ Ｄ

．
ｉｅｓ）という意

味だからです。もし「ダメだ」「違う」「間違っている」といった結果になったとしても、忘れないでくださ

い。「ＮＯ」という言葉は「次にがんばろう」（Ｎ
．
ｅｘｔ Ｏ

．
ｐｐｏｒｔｕｎｉｔｙ）という意味だというこ

とを。ですから、前向きな気持ちでいきましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 
 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

９月 9日にはビブリオバトル全校決勝大会を行いました。それぞれの 
学年から代表として選ばれた６名が本の紹介をしました。その発表は、聞いてい
てワクワクする素晴らしい発表でした。自分の思いをさまざまな表現力を駆使し
て伝えることの大切さ、そして、相手に思いを伝えることの素晴らしさを感じた
ビブリオバトルとなりました。 
このビブリオバトルをたくさんの本との出会いにつなげてほしいです。本は、

新たな世界、新たな見方を教えてくれます。新しい知識に出会うこともできます。
物語の登場人物と一緒になってワクワクしたり、自分だったらどうするかと考え 
たりすることもできます。本との出会いで様々

なことを知り、人生が変わる人もいます。本を読

むことは「今の人生とはちがう人生を生きるこ

と」につながると思うのです。何より、これから

の世の中で生きていくために必要な読解力の向

上にもつながります。 

本を読もう！図書館に行こう！ 

 

＜ビブリオバトル全校大会で紹介された本＞ 

『あの花が咲く丘で君とまた出会えたら』 

『グリム童話』 

『プラス１センチ』 

『余命一年と宣告された僕が、余命半年の君と

出会った話』（２冊） 

『ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブル

ー』 

止まらない西会津中旋風～音楽祭・全会津駅伝大会・耶麻中体連新人総合大会～ 
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ビブリオバトル全校大会 
       ～本を読むことで違う人生を生きる～ 

・福島県下音楽祭第一部合唱 奨励賞 
・全会津中体連駅伝競走大会 男女 12 位 
・耶麻管内中体連新人総合大会 

野球（喜多方三中との合同チーム）３位 
サッカー（喜多方一中との合同チーム）１位 
バレーボール １位 
剣道 女子団体 A２位 団体 B３位 
卓球 男子団体 A４位 団体 B１位 
女子団体 A１位 

※ 剣道・卓球の個人上位入賞も多数！！ 

音楽祭で県大会に出場を決めた特設合唱部は音源審

査で奨励賞を受賞しました。特設駅伝部も夏休み中の練

習の成果を発揮し、男女ともに昨年のタイムを大幅に更

新しました。そして、９月２１日、２２日の２日間行わ

れた耶麻管内中体連新人総合大会でも、西会津中の勢い

は止まりません。伝統を受け継ぎ、思いを引き継ぎ、全

力プレーで勝利をつかみました。西中の勢いはまだまだ

続きます。笑顔で前進あるのみです！ 


